
自分の身を自分で守る

校 長 牧野 宏之

早いもので、来週から七月、一学期も残り三週間となりました。コロナだけで

なく、インフルエンザやその他感染症の流行、猛暑や大雨等の自然災害も心配で

す。子供たちが安全・安心な生活を過ごし、心身共にたくましく成長することを

願っております。

登下校の交通安全については、交通安全指導員さんや長ニャンネットワークの

皆さん、地域のボランティアの方、保護者等、多くの方のご支援をいただいてい

ます。各地域で交差点や横断歩道に立っていただいたり、一緒に歩いていただい

たり、ありがとうございます。

幸い、本年度に入って登下校だけでなく放課後等も含め交通事故は起こってい

ません。私も登校時の横断歩道等に立ちますが、まず第一に願うことは目の前の

子供たちの安全です。そして、次に願うことは、子供たちが『自分の身を自分で

守る力』を身に付けることです。

大人が常に子供から目を離さずに安全を守ってあげることはできません。子供

が自分で自分の身を守れるようになることが大切です。子供たちの様子を見ると、

大人がいることによって安

心したり、前の人について

歩き、自分での安全確認が

おろそかになることがあり

ます。そんな時は、「自分で

安全確認して」と声をかけ

るようにしています。
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